
提

出

者

川

田

悦

子

平
成
十
四
年
二
月
六
日
提
出

質

問

第

一

三

号

「
人
権
擁
護
法
案
（
仮
称
）
の
大
綱
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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「
人
権
擁
護
法
案
（
仮
称
）
の
大
綱
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
一
）

法
務
省
が
所
管
す
る
入
国
管
理
局
の
収
用
施
設
や
刑
務
所
等
に
つ
い
て
は
、
収
容
者
に
対
す
る
公
務
員
に
よ
る
暴
行

等
が
国
際
的
に
も
問
題
視
さ
れ
、
日
本
政
府
は
国
連
規
約
人
権
委
員
会
等
か
ら
改
善
の
指
摘
を
再
三
受
け
て
い
る
。

「
人
権
擁
護
法
案
（
仮
称
）
の
大
綱
」
（
以
下
、
大
綱
と
い
う
）
で
は
、
法
務
省
の
外
局
と
し
て
人
権
委
員
会
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
権
侵
害
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
部
局
を
抱
え
る
法
務
省
の
外
局
と
す
る
の
で

は
、
人
権
救
済
に
対
す
る
十
分
な
独
立
性
を
保
て
な
い
と
思
わ
れ
る
。
法
務
省
・
人
権
擁
護
推
進
審
議
会
が
公
表
し
た

「
人
権
救
済
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
中
間
取
り
ま
と
め
」
（
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）
に
対
す
る
意
見
で
も
「
内
閣
府

の
外
局
と
す
べ
き
」
と
の
意
見
も
多
く
あ
っ
た
と
聞
く
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
務
省
の
外
局
と
し
た
そ
の
論
拠
と
な

る
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

（
二
）

大
綱
・
第
�
の
�
（
�
）
エ
に
あ
る
「
報
道
機
関
」
の
定
義
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
「
報
道
」
と
「
機
関
」
の
定

義
を
示
さ
れ
た
い
。

（
三
）

ま
た
（
二
）
の
「
報
道
機
関
」
と
、
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
」
（
以
下
、
個
人
情
報
保
護
法
案
と
い

う
）
の
第
五
五
条
に
あ
る
「
報
道
機
関
」
の
定
義
の
違
い
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
大
綱
で
い
う
報
道
機
関
に
は
報
道

一



に
従
事
す
る
個
人
（
例
：
発
表
媒
体
を
雑
誌
等
を
主
と
し
た
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
報
道
活
動
を

行
う
者
等
）
も
含
ま
れ
る
の
か
。
含
ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
範
囲
を
例
に
従
っ
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

（
四
）

大
綱
・
第
�
の
�
（
�
）
エ
に
あ
る
「
報
道
機
関
等
」
の
「
等
」
（
例
：
日
本
新
聞
協
会
、
日
本
民
間
放
送
連
盟

等
）
に
は
何
が
含
ま
れ
る
の
か
を
例
に
従
っ
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

（
五
）

大
綱
・
第
�
の
�
（
�
）
エ
に
あ
る
「
尊
重
」
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為
を
示
す
の
か
を
具
体
的
に
示
せ
。
尊
重
の
実

効
性
を
担
保
す
る
措
置
は
何
か
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
尊
重
す
る
対
象
と
な
る
「
報
道
機
関
等
に
よ
る
自
主
的
な

取
組
」
と
は
、
日
本
雑
誌
協
会
が
設
置
を
予
定
し
て
い
る
苦
情
受
け
付
け
窓
口
、
朝
日
新
聞
社
の
報
道
と
人
権
委
員
会

等
を
指
す
の
か
。
「
報
道
機
関
等
に
よ
る
自
主
的
な
取
組
」
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
「
自
主
的
な
取
組
」
を
「
尊

重
」
す
る
際
、
「
自
主
的
な
取
組
」
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
基
準
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

（
六
）

大
綱
の
尊
重
と
、
個
人
情
報
保
護
法
案
の
第
四
〇
条
に
あ
る
「
配
慮
」
と
の
違
い
は
何
か
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た

い
。

（
七
）

大
綱
・
第
�
の
�
（
�
）
エ
に
あ
る
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
の
定
義
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

（
八
）

大
綱
・
第
�
の
�
（
�
）
エ
（
ア
）
の
「
犯
罪
被
害
者
等
」
に
あ
る
「
犯
罪
」
の
定
義
（
例
：
逮
捕
令
状
の
請
求
、

二



逮
捕
・
拘
禁
、
起
訴
、
判
決
の
確
定
）
を
例
に
従
っ
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
（
犯
罪
被
害
者
等
と
な
る
時
期
を
含

む
）
。
ま
た
、
事
故
等
に
よ
る
被
害
者
は
犯
罪
被
害
者
等
に
含
ま
れ
る
の
か
、
そ
の
理
由
と
と
も
に
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

（
九
）

大
綱
の
第
�
の
�
（
�
）
エ
で
は
犯
罪
被
害
者
等
に
つ
い
て
公
務
員
や
政
治
家
等
公
人
と
私
人
の
区
別
を
し
て
い
な

い
。
区
別
し
な
い
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

（
一
〇
）

犯
罪
被
害
者
等
に
つ
い
て
「
被
疑
者
・
被
告
人
の
家
族
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
被
疑
者
に
は
政
治
家
や
公
務
員
は

含
ま
れ
る
か
。
元
政
治
家
や
元
公
務
員
は
含
ま
れ
る
か
。
元
政
治
家
秘
書
（
公
設
、
私
設
を
含
む
）
は
含
ま
れ
る
の
か

ど
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
理
由
と
と
も
に
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
含
ま
れ
る
場
合
、
政
官
財
の
癒
着
を
暴
く
た
め
の
取

材
な
ど
が
規
制
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

（
一
一
）

大
綱
の
第
�
の
�
（
�
）
エ
（
イ
）
に
「
取
材
を
拒
否
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
大
綱
が
想
定
す
る
報
道
機
関
に
対

す
る
取
材
の
拒
否
の
明
示
あ
る
い
は
表
明
方
法
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

（
一
二
）

大
綱
の
第
�
の
�
（
�
）
エ
（
イ
）
に
あ
る
「
反
復
・
継
続
」
は
、
何
回
以
上
を
示
す
の
か
、
そ
の
理
由
と
と
も

に
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
反
復
・
継
続
の
認
定
を
行
う
主
体
と
認
定
方
法
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
「
つ
き

三



ま
と
い
、
待
ち
伏
せ
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
次
に
挙
げ
た
例
に
従
っ
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

例
え
ば
「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
）
」
で
は
、
「
つ
き
ま
と
い
」
の

定
義
を
「
つ
き
ま
と
い
、
待
ち
伏
せ
し
、
進
路
に
立
ち
ふ
さ
が
り
、
住
居
、
勤
務
先
、
学
校
そ
の
他
そ
の
通
常
所
在
す

る
場
所
（
以
下
「
住
居
等
」
と
い
う
。
）
の
付
近
に
お
い
て
見
張
り
を
し
、
又
は
住
居
等
に
押
し
掛
け
る
こ
と
」
な
ど

と
定
義
し
て
い
る
。
大
綱
・
第
�
の
�
（
�
）
エ
（
イ
）
の
「
過
剰
な
取
材
」
と
は
何
か
。
「
過
剰
な
取
材
」
の
判
断

基
準
と
そ
の
具
体
例
を
示
さ
れ
た
い
。

（
一
三
）

人
権
擁
護
法
案
の
特
別
救
済
手
続
の
対
象
に
報
道
機
関
に
よ
る
人
権
侵
害
行
為
を
含
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
報

道
関
係
者
を
中
心
に
反
対
が
出
て
い
る
。
報
道
・
取
材
の
自
由
の
重
要
性
に
鑑
み
、
人
権
擁
護
法
案
に
お
い
て
は
、
大

綱
・
第
�
の
�
（
�
）
エ
の
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
の
主
張
に
対
し
、
「
報
道
・
取
材
の
自
由
を
制
約
し

な
い
」
と
考
え
る
の
か
ど
う
か
。
同
規
定
を
置
い
た
理
由
と
と
も
に
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

（
一
四
）

大
綱
・
第
�
の
�
（
�
）
〜
（
�
）
の
措
置
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
の
制
度
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た

い
。

（
一
五
）

大
綱
・
第
�
の
�
（
�
）
に
は
、
国
勢
調
査
な
ど
法
令
等
に
定
め
ら
れ
た
行
為
も
対
象
と
し
て
含
ま
れ
る
の
か
ど

四



う
か
そ
の
理
由
と
と
も
に
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

（
一
六
）

旧
西
ド
イ
ツ
の
憲
法
裁
判
所
は
一
九
八
三
年
一
二
月
一
五
日
、
個
人
を
全
人
格
的
に
管
理
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

連
邦
国
勢
調
査
法
は
人
格
権
侵
害
で
あ
り
憲
法
違
反
と
す
る
判
断
を
示
し
て
い
る
。
我
が
国
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
法

の
改
正
に
よ
り
住
民
票
コ
ー
ド
が
今
年
か
ら
国
民
全
員
に
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
改
正
住
基
法
は
大
綱

に
い
う
「
人
権
侵
害
行
為
等
」
に
含
ま
れ
る
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

（
一
七
）

大
綱
・
第
�
の
�
（
�
）
「
差
別
助
長
行
為
等
」
の
具
体
的
な
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
差
別
助
長
行
為
は

法
令
に
定
め
ら
れ
た
行
為
も
対
象
と
し
て
含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

戸
籍
、
住
民
票
の
閲
覧
制

度
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
同
制
度
は
差
別
助
長
行
為
等
に
相
当
す
る
か
ど
う
か
を
そ
の
理
由

と
と
も
に
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

（
一
八
）

第
�
の
�
（
�
）
に
「
関
与
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
事
件
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
内
容
を
例
示
し
た
う
え
で

具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

（
一
九
）

ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
開
発
協
力
機
構
）
加
盟
国
に
お
い
て
、
報
道
分
野
を
対
象
に
専
ら
大
綱
・
第
�
の
�

（
�
）
エ
（
ア
）
（
イ
）
に
示
さ
れ
た
人
権
侵
害
に
つ
い
て
救
済
措
置
を
と
る
行
政
機
関
等
（
行
政
府
に
よ
る
資
金
助

五



成
を
含
む
）
を
整
備
し
て
い
る
国
、
ま
た
は
整
備
を
行
お
う
と
し
て
い
る
国
（
州
等
の
地
方
政
府
を
含
む
）
の
名
称
と

そ
の
機
関
名
、
設
置
期
日
を
示
さ
れ
た
い
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
非
加
盟
国
で
は
ど
う
か
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
ケ
ー
ス
と
同
様

に
示
さ
れ
た
い
。

（
二
〇
）

大
綱
・
第
�
の
�
（
�
）
「
差
別
助
長
行
為
等
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
中
で
「
（
差
別
的
取
扱
い
を

助
長
す
る
目
的
で
不
特
定
多
数
者
の
人
種
等
の
属
性
に
関
す
る
情
報
を
公
然
と
摘
示
し
）
」
と
あ
る
が
、
「
差
別
的
取

扱
い
を
助
長
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
か
。
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
二
一
）

大
綱
・
第
�
の
�
（
�
）
「
（
�
）
カ
の
行
為
を
し
た
者
が
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
…
…
請
求
す
る
訴
訟
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
（
�
）
カ
の
行
為
に
つ
い
て
の
み
人
権
委
員
会
は
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

（
二
二
）

大
綱
・
第
�
の
�
（
�
）
オ
「
ア
〜
エ
に
準
ず
る
人
権
侵
害
」
と
は
何
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


